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学校教 育 目標 ：洋 々 た る未 来 を 光 輝 いて 生 き る 力の 土 台 をつ＜ ります

校長 福岡雅和

秋 た けな わ、 清 爽 の 気が 満 ちて き ます。 しか し、 変 わ りや すい もの の た とえ

に「秋の垂」と使われるように天候が不順 になるのもこの事節、健康には十分

気藩 つけ ま し ょう。

今年度も半年が過ぎました。

よい擁会ですので、おこ子さんの 4 月 か らの成長を振 り返 つてみてはいかがで し
～

よう 。

どん な 点 が沖 びて き ま した か ？ ′

学校での様子 （学習面、生活面、委鼻会や係活動、部活動、友だち との関係な

ど）は 、連 繚表 や 担 任 との 面故・ 連 絡 一相 磯 を もと に振 り返 つて み て＜ ださ い 。

家庭 での 様 子 は いかが で した か ？

家産学習、生活放漫 、∠眉 分の役軸、地域での活動 なぢ、香 っと伸びている点が

ある と患 い ます 。

また、， さん との 会拓は ど うで す か ？

日頃 、 どの よ う に吉葉 をか け て い ら っ し やるの で しょ う。

青葉には「プラス青葉 J と′「マイナ ス青葉」があるよ うな気か します。

エネノレギ ー を タ ップ させ て＜ れ る青 葉 と、 タ ウ ン させ て しま う青 葉で す 。

例えば、水が 3 分の 1 入 った コ ップを見て、「水が 3 分 の 1 も入 って いる」と吾

う人 もい るで レ よ うし、「水 が 3 分 の 1 しか 入 って いな い」と害 う人 もい るで し

よう 。

いフ も「プラネ吉葉」 を耳にする噂廣 与、いづも「マイナ ス青葉」 を耳にする

環境で は、 どちち か 気 持 ち を薄 ら 重 かせ る で しょ う。

お子 さん は どち らの 環 境 で生 活 した い と思 って いるで し ょう。

ぜひ、伸びてい高点 を嘗めて＜ ださい。

「 プ ラス青 葉 」 で励 ま して＜ だ さ い 。

き？と、 物事 牽 プ ラ ス．事こ与 ら え、 阜 分の エ ネル ギ ーを高 め よ うとす る 意欲 的 な

お字 さ んの 婆 が 臭 えて くる と思 い ま す。

私事ですが、 9 月初 めは、 ご迷惑・ ご心配をおかけ しま しだ。



《 生徒の皆さんへ》

今月末は文化 祭ですお。

選択教科、委員会会、部 、ス ピー

合唱J 楽 しみ に して いま す。

ンテ ス ト代 表者 の発 表こ して 各 級の

く文紙筆で臥 ÷日頃の成果をた＜ さんの人に見聞きして もらうのは当然ですが、

この行事 をステ ップに して、それ ぞ れの 団休 の ま とま りを創 って ほ しい と患 いま

す。

特 に合 唱 コンク ール は、練 習 を通 して 学級 が ま とま って い＜ こと を、私 自身 何

度も種族 しま した。

学級白 樺はどの学級にもありますね。

ふだんはなかなか気づ蕃まぜんが、このような行事 のと書に、皆さんが目腰 に向 ，
J

かって 頑張 って い る姿 を見 る ことが で きます 。

体育祭のときも、得意な人が頑張 っている一方で、苦手な人がそれを後押しして

ら、牽 た。

今由亀歌め尊意な人、善事な人がいるど思います。

それ は当 然の ことで す 。

自分か得意と替る行事のとき l いっきり頑讃しればいいのです。

その ことが 自億 につな が って いき ます。

しか し、苦 手 な行事 だ か らとサ ボ って いたので は、学級 とい う一つ の輪（和 ）は

でき ませ ん。 叫

苦手な行如 こどゐまうに由り組 むかかその人の価値 を決めると亘 っても過青で

はあ りません よ

4 月 に学級 のみんなで考えた目標が、みんなの協力によ って実行されてい＜ 、

その 折 り返 し点 にさ しか か りま した。

合由 コ ンク ール を重機 に、 も う一度 学級 の ま とま りや 自分 ば何 を して き たか を、

見直 して ほ しい と思 いま す。

3 月 にみんなが気持ちよ＜ 卒業、進級するためには、学級白樺の達成度が大き

なウエ イ トを しめる ので はな いで し ょうか 。

合唱 コ ンク ール を学 級 白樺 達成 の ため の蔚 甲と捉 え、取 り組ん で侍 しい と思 い

ます。

学級の一人ひとりがそれぞれの立嘩で協力できた とき、すばらしいハーモニーが

休育館 に響 き渡 るで し ょう。


